
   
在札幌米国総領事館 広報文化交流部 
〒064-0821 北海道札幌市中央区北１条西２８丁目  
Tel: (011) 641-1115 (音声案内に従って｢０｣を選択) / (011) 641-1891  Fax: (011) 641-2416  

 

北海道大学アイヌ･先住民研究センタ－、北海道アイヌ協会、在札幌米国総領事館共催 

 一般公開講演会のご案内 

アメリカ・インディアンの政治的活動とその影響 

(日英同時通訳付、入場無料) 

 

昨年６月、アイヌ民族を先住民族と認定するよう政府に求める初の国会決議が、衆参両院本会議

で全会一致で採択され、先住民族としての具体的な政策が有識者懇談会で議論されています。こ

の講演会では、米国ミシガン大学教授でありアメリカ学会会長を務めるフィリップ・デロリア博

士を招いて、米国における先住民族、アメリカ・インディアンの歴史のなかで、彼らの政治的権

利の行使、そしてそれがどのように彼らの生活、アイデンティティや文化に影響を与えたかにつ

いて講演していただき、日本におけるアイヌ・先住民族との関わりについても考えてみたいと思

います。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

日時:   2009 年 6 月 12 日（金） 18：00－19：20 (開場 17:30) 

 

会場:   札幌市北区北９条西７丁目 

   北海道大学 

人文社会科学総合教育研究棟２階 

W２０２号室 

    

講師:   アメリカ学会（ＡＳＡ）会長 

ミシガン大学教授 

   フィリップ・デロリア博士 

(Dr. Philip Deloria) 
 

(地図: http://www.juris.hokudai.ac.jp/ugjuris/facilities.html)
      

モデレーター： 北海道大学アイヌ・先住民研究センター長 

  常本照樹教授 

   

★出欠を別紙参加申込票にて６月５日までにファクス＜(011)641-2416＞またはメール 

＜SACProgram@state.gov＞でお申し込みください。（参加希望者多数の場合には申し込み順 80 名ま

でとさせていただきますのでご了承下さい。定員に達し、ご参加いただけない場合はご連絡させて

いただきます。また、事前お申し込みがない方は、当日空席がある場合に限り、会場受付でのお申

し込みをお受けいたします。） 

★同時通訳機器に支障がでますので、会場では携帯電話の電源をお切りいただくようお願いいたしま

す。 

★ 講演会の録音、撮影はご遠慮下さい。（報道関係者で取材をご希望の場合はあらかじめお申し出下さ

い。） 

http://www.juris.hokudai.ac.jp/ugjuris/facilities.html


 

講師略歴 

フィリップ・デロリア博士 

アメリカ学会（ＡＳＡ）会長・ミシガン大学教授 

 

ミシガン大学歴史学部教授。専門はアメリカ・インディアン史、環境歴史学。２００８年５月よ

りアメリカ学会の会長を務めている。 

アメリカ・インディアン研究を続けるデロリア博士は、彼自身、アメリカ・インディアンのラコ

タ民族の１人である。父、ヴァイン・デロリアＪｒ（Vine Deloria, Jr.）氏は、コロラド大学元

教授、作家でもあり、『神は赤い』『アメリカのインディアンとアメリカの正義』『カスターは汝の

罪を背負って死せり』『赤い大地、白い嘘』といったたくさんの書物を著すことで、アメリカ・イ

ンディアンの精神復興の大きな支柱の一本となり、政治的文化的歴史的にアメリカ・インディア

ンを「絶滅の危機から救い出した最大の貢献者」と評する人もいるほどの偉大な人物 である。イ

ンディアン文化の活動家であった父とは一線を画し、ジャーナリズムを学んだ背景から、独自の

視点でアメリカ・インディアン文化を研究している。 

コロラド大学ボールダー校から学士号、並びに修士号を取得。イェール大学からアメリカ学博士

号を取得。１９９８年、彼の博士論文を基にした本、”Playing Indians”を出版。アメリカ人が

描くステレオタイプ化されたインディアン像が、インディアン自身のアイデンティティ形成に与

える影響を指摘。２００４年に出版した”Indians in Unexpected Places”では、優れた民族歴

史学書に贈られるジョンＣ．エワーズ賞を受賞している 

 



 

 

参加申込票 

2009 年 月  日 

 

６月１２日(金)の「アメリカ・インディアンの政治的活動とその影響」に参加します。 

あて先：〒064－0821 北海道札幌市中央区北１条西２８丁目 

在札幌米国総領事館広報･文化交流部 

ＦＡＸ：(０１１) ６４１－２４１６ 
Email: SACProgram@state.gov 

 

(ふりがな) 

ご芳名：  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

ご所属･役職： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

電 話：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  ファクス：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

Ｅｍａｉｌ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

************************************************************************************************************** 

(ふりがな) 

ご芳名：  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

ご所属･役職： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

電 話：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  ファクス：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

Ｅｍａｉｌ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

************************************************************************************************************** 

(ふりがな) 

ご芳名：  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

ご所属･役職： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

電 話：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  ファクス：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

Ｅｍａｉｌ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 


